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●ム εϚーτΠϯυ

ム スϚートインドはスイッνͻとͭでॠ時に
ಁ明かΒ不ಁ明変Խ。スペースをҟなる用్
の用をՄ能にします。間など一ൠݐஙの
開ޱ部をத৺に෯くΘれ、新しいՄ能ੑをもっ
た機能ガラスとしてさまざまな分で目されてい
ます。

‒ಛ　
ΊてૣいϨεϙϯεۃ 1

不ಁ明からಁ明1000の1ඵ、ಁ 明から不ಁ

明100の1ඵとԠ度がۃめてૣくॠ࣌

にಁࢹ度をมԽさせることができます。

液晶シート

板ガラス 板ガラス中間膜

■電圧ON時（透明） ■電圧OFF時（不透明）

板ガラス 板ガラス 板ガラス 板ガラス
カプセル

透明電導膜

V
電圧
液晶分子（整列）

液晶分子（不規則）

ಁ明なガラスをॠ時に不ಁ明に変Խさせ、また
不ಁ明かΒಁ明に変Խさせる機能をඋ͑たॠ間
ௐޫガラス。電ѹをかけると一定ํにྻする
ӷথのಛ࣭をར用して、まさにॠ間తにಁੑࢹを
コントロールします。一ൠݐங用のム スϚート
インド、映像ޮՌに༏れたム スϚートスク
リーンのόリΤーシϣンがあります。ͻとͭの空間
かΒ新しい空間のԋग़。スペースデザインの
のՄ能ੑをݶそのものをも変Խさせるແํ͑ߟ
。ったガラスです࣋

ߏཧͱݪ‒
1 ӷথとిѹのؔでಘΒΕΔࣗ在なௐޫੑ。

 ӷথはಁ明ϙϦϚーのカプηルのதに෧ೖされ
2ຕのಁ明ిಋບきプラスνοΫ・ϑΟルϜに

はさまれています。

 ి 圧が加えられていない࣌はӷথが不規ଇにฒ
んでいて光が֦ࢄされるために「不ಁ明ঢ়ଶ」と

なります。

。はӷথγーτをはさΜだ߹ΘͤΨϥεߏ 2

௨ৗの合わせガラスとൺて࣍のようなҧいがあ

ります。

�ӷথシーτがೖっています。
�ి త安全を確保するためガラスपลにΤοδؾ
プロςΫターが設けられています。

�௨ి用のϦーυઢがͭいています。

ͷൺֱࢹಁ‒

৴߸にΑΔԋग़ޮՌؾి 2

֤छηンサーとのϦレーがՄ能です。ಁ ࢹ不ಁ・ࢹ

をԻに反Ԡさせる、光でมԽさせる。ө૾とॠؒత

にυοΩングさせることができ、ΞΠデΞ࣍ୈで多

。なԋग़がՄ能です࠼

˔コクϤ品シϣールーム（東京）

� ҆શੑ

ສҰ破損してもガラスは強ᯰなதؒບにより破ย

のඈࢄやམが΄とんどなく、またিܸにରする

耐؏௨性もߴく安全です。

� ϫΠυなΨϥεੇ๏

ӷথシーτの։ൃによって、最େ2��0ʷ

990mmというେੇ法での製がՄ能です。

‒༻　్
1�ΦϑΟス、ళฮなどのؒ。

2�ショーΠンυなどのデΟスプレΠԋग़。

��ΠϕンτなどのΞΠΩϟονϟーޮՌ。

��や射光を֦ࢄさせるޮՌ。

��පӃなどӴੜ໘をॏࢹする施設のؒ。

��ॅのؒ、ݰ関など。

電ѹ0/時（ಁ明）

電ѹ0FF時（不ಁ明）

電ѹ0FF時（不ಁ明）

電ѹ0/時（ಁ明）

ॠؒௐޫガラス

Ϝ スϚーτインυ®

Ϝ スϚーτスΫリーン®

関連項目頁
˙ガラスを安全にお使いいただくために� ˰1��
˙൘ガラスのඪ४施工� ˰1����
�খड注ੇ๏࠷େɾ࠷˙ ˰1����
˙おい߹わͤઌ
本൘ࢠϜϓϩμΫπࣜג会社� ˰1����
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●ム εϚーτεΫϦーϯ

ಁ明かΒ不ಁ明、不ಁ明かΒಁ明とॠ時に変
Խできるॠ間ௐޫ機能に映像ޮՌが༏れたム
スϚートスクリーン（リアタイプ）。ࢹ֯のさ、
明るいڥ下での映ࣸ、コストύフォーϚンスの
高さはै来のリアタイプスクリーンとは大きくҟ
なります。ಁ 明・不ಁ明のりସ͑だけでなく、よ
りඒしい映像がָしめます。

‒ಛɹ
1 ө૾の໌さ

Ϝ�スϚーτスΫϦーンはいࢹ角を実ݱした

本֨తなϦΞスΫϦーンで、正໘からは明にݟえ

るө૾がࠨӈにҠಈするにͭれۃにݟえにくくな

ることを防͗、ࣼめ方からでも明でඒしいө૾

をָしΉことができます。

2 શてのࣹ֯にରԠ

プロδΣΫターの射角度に関なくඒしいө૾

をಘることができ、ैདྷのϦΞスΫϦーンでཁٻさ

れた射角度の੍がେ෯に少なくなりました。

‒༻　్
1�өࣸスΫϦーンにもなるԋग़タΠプのスΫϦーン

として。

2�ϒςΟοΫなど֤छళฮでのө૾による品Π

ϝーδプロϞーション。

。代理ళなどでのө૾パンϑレοτߦཱྀ��

��スϙーπΫラϒ、カルνϟースΫールなどのө૾

ςΩスτシスςϜ。

��パーςΟձ、֤ छΠϕンτձでのө૾デϞン

スτレーション。

��レスτランなどのө૾ΠンςϦΞシスςϜ。

��ϗςルのスΠーτルーϜにおけるେը໘シΞター。

��シスςϜショーέースでのө૾ใఏڙ。

9�ΦϑΟスでのө૾プレθンςーションシスςϜ。

10�Ӻ・ۭ 。シスςϜࠂࢠのిߓ

。スϖースのө૾ΠンϑΥϝーションڞ11�ެ

12�ҰൠॅにおけるプラΠϕーτシΞター。

1��ϑΟοςΟングルーϜなど、特に不ಁ明࣌にӅ

しޮՌを必ཁとする用్に。

消　費　電　力 応　答　速　度 平行光線透過率 電         源

ウム  スマートスクリーン

3.5W/：ON（透明）時

OFF（不透明）→ON（透明）約1/1,000秒

ON（透明）→OFF（不透明）約1/100秒

AC100V
50/60Hz

品         種

●仕様

ウム  スマートウインドウ

ヘ  イ  ズ  率

透 明 時：
不透明時：

72%
8%

6%
88%

透 明 時：
不透明時：

透 明 時：
不透明時：

69%
1%

11%
93%

透 明 時：
不透明時：



106

真
空
ガ
ラ
ス

複
層
ガ
ラ
ス

防
耐
火
ガ
ラ
ス

防
災
・
防
犯

ガ
ラ
ス

合
わ
せ
ガ
ラ
ス

特
殊

機
能
ガ
ラ
ス

強
化
・
倍
強
度

ガ
ラ
ス

熱
吸
・
熱
線
反
射

ガ
ラ
ス

板
ガ
ラ
ス

装
飾
ガ
ラ
ス

鏡
・

カ
ラ
ー
ガ
ラ
ス

板
ガ
ラ
ス
応
用

製
品
及
び
施
工
法

設
計
・
施
工
・

使
用
上
の
ご
注
意

製
品
一
覧

板
ガ
ラ
ス
の

光
学
的
性
能
・
熱
的
性
能

●品種表

品　種

ウム スマートウインドウ
ウム スマートスクリーン

フロート板ガラス  3ミリ
フロート板ガラス  5ミリ
フロート板ガラス  6ミリ
熱線吸収板ガラス  5ミリ
熱線吸収板ガラス  6ミリ
熱線反射ガラス  6ミリ
高性能熱線反射ガラス  6ミリ

構成品種と呼び厚さ（ミリ）

※最大寸法はエッジプロテクターを含む外寸法です。
※熱線吸収板ガラスどうしおよび、熱線反射ガラスどうしの構成で製造することはできません。
※強化ガラス仕様など、品種表にないガラス構成についてはお問い合わせください。

厚さ 10.5

厚さ 10.5

フロート板ガラス5ミリ

̶

̶

̶
̶
̶

厚さ 12.5

厚さ 12.5

厚さ 12.5
厚さ 12.5

フロート板ガラス6ミリ

̶

̶

̶
厚さ 6.5

フロート板ガラス3ミリ

̶
̶
̶

̶
̶

̶

最  大  寸  法
（mm）

H（W）2,100×W（H）1,420
ウム スマートウインドウ
H（W）2,750×W（H）1,420（フィルム1枚で構成する場合）
H（W）2,750×W（H）1,800（フィルム継ぎで構成する場合）

ウム スマートスクリーン
H（W）2,750×W（H）   990（フィルム1枚で構成する場合）
H（W）2,750×W（H）1,800（フィルム継ぎで構成する場合）

‒ϝϯςφϯε্ͷ͝ҙ
1�ガラス໘のԚれは、ガラスΫϦーφー、またはத性

ચࡎをॊらかなにؚませて、১きऔってください。

2�性ιーμなどのΞルカϦ性ༀ品およびԘࢎེࢎ

など強ࢎ性ༀ品のご使用は、ઈରにおආけください。

‒ඪ४ࢪ๏
1 �ลࢪ࣋ࢧ๏

Ϝの�ลをサοシߔにのみࠐませる施工法です。

（֎の合、またࣨでもਫまわりに施工する

合は必ずこの施工法を採用してください。）

2 2ลʢ�ลʣࢪ࣋ࢧ๏

（2ลプロςΫター品または�ลプロςΫター品使用）

2ຕҎ্のϜをシϦίーンまたはઐ用ࡐによ

りδョΠンτしていく施工法です。（サοシのதで

�ลがサοシにのみࠐまれるϜには�ลプロς

Ϋター品を使用してください。ਫのかかるおͦれの

ないに適用できます。ཋࣨなどਫを使用する

ॴには適用できません。）サοシのܾ定、ిؾ工事

などৄしくはご૬ஊください。

●標準納まり図

押縁

6.5ミリ（3ミリ＋3ミリ）の場合

押縁

14
以
上

14
以
上

14以上

6.5

‒͝ҙ
1�製ޙのஅ・加工はできませんので、ੇ 法など

にͭいては正確にご注จください。異ܗ品、サンυ

ϒラスτ加工、Τοδݚຏ加工にͭいてはご૬ஊく

ださい。

‒ઃܭɾ্ࢪͷ͝ҙ
1�ϜにはΤοδプロςΫターがいていますので

サοシのߔ෯、ਂߔさを௨ৗよりେきくとる必ཁがあ

ります。

४にしたがって必ج設උ技術ؾઢ工事はిؾ2�ి

ずిؾ工事࢜がߦってください。

��必ず適なઐ用ిݯϢχοτを使用してください。

��ۚଐサοシをご使用の合はサοシから必ずΞー

スをऔってください。

��ৄしくは別冊「Ϝ・設計と施工のखҾき」をご参

照ください。

専用電ݯϢχットが用意されています。
される機能によりٻ用されるムの面ੵ、ཁ
適な専用電ݯϢχットをબしてください。

ム スϚートインド・ム スϚートスクリーン
˔専用電ݯϢχット

●プロテクター寸法（ガラスの厚さによる）

3ミリ＋3ミリ

11mm

10mm

11mm

14mm

5ミリ＋5ミリ 6ミリ＋6ミリ,5ミリ＋6.8ミリ

11mm

16mm

※プロテクターの寸法は、ガラス構成によって決まります。サッシの納まりは、プロテクターの厚さによってご検討ください。
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